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ニカメイガ非休眠幼虫におけるトIC-glucoseと

14C-UDPGの 代 謝

机 木 久 明 ･兼 久 勝 夫

昆虫の炭水化物含iJ:は健のIElHでもあるいはIul価でもJIト音の時期によって搬なることが知

られている (Wyatt1967.Zaluska1959).

ニカメイカにおいてミニ汀'l木ら (1972,1973)が越冬困眠時の生埋的変化を知る目的で,

炭水化物含量の変化に注目し,幼山が生育するに従 って血 リンパ中の トレノ､p-ス含血 と

組織rr,の クリコーゲ1/含iaが 増加することをみた, また,越冬rf=r脂肪体の グリコ-ゲソ

含地 ならびに 血 リソ′く中のグリセロール倉並が 非常に変化することをみた. 雀野 ･井上

(1955)もニカメイガ休眠幼虫のクリコーケソ含iliの変化をみている.

そこでこカメイカ休眠峠の炭水化物代謝の変化をさらにくわしく調べる上で,先ず非休

眠峰の代謝を明らかにする必要があり,j円木眠終令幼虫におけるbLi水化物の代謝を 14Cで

ラベルした グルコースと ウリジンホスホグルコース を用いて, 弘し壁による代謝速壁の適

い,ならびに各組織でのそれぞれの代馴勿のとりこんの適いを調べた.

山の飼軒17-木次験迷flにE'1/,)｣された当附だ'B,cl)山神 孝氏に感激の怨を滋する｡

材 料 と 方 法

供 試 虫

,Jf;T敷座ニカメイガを也混長口条件ド(枯木ら1972)で飼育した師化後401｣前後の終令

幼虫を用いた.

14C-化 合 物

14C化合物は D-glucose-(U)-llC(以 ~卜HC-glucoseと略 記)と Uridinediphospho

glucose-(U)-14C(以下 lJC-UDPG と略記)(口木放射性 同位元射 窃金製)で 1〃,1当り

0,1FLCiになるように水あるいは リソ酸緩衝液で稀釈して用いた.

14C一化合物の注射

エーテルで麻酔後, ミクロメータ-シリンジで 11111当り1FLCすつ肋JPlJよりInL.)ソ-中

に壬1三射し,江別部位を糸でしぼ I)血 リ./-がIluないようにした.1JL.=こ6i)'l'lずつ川い2l･_i(

反復した.

炭酸ガス捕集

1-1)～惚ガスの摘要剤として メチルセルソル7':エタノールアミン-ll:i(Ⅴ/v)(Crout
ら1966)混液3mlずつ較シソ用バイ7ルヒソ日､ノLT/;イアル ミンと略記)に入れ,次貫
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のようにセットしたあと,エ

アーコンプレッサーにて強制

的に'Z,t三気を送 り炭酸 ガスを捕

止した.なお,この方法で箱

1の バイアルビンで90%以

⊥の依酸ガスが捕促され,第
2のバイアル ビンの使用では

lpflO0%が捕張iされると推定

した.

l■'C一化合物の抽出

注射24nl尚後収容管から

取 り出した幼虫の体並を71ll促

し,前,iji(1972,1973)に従

].し0%NaOH 2.柵 粗 3 供試虫収容管

d カラスTi-･(小こ他言人出が入りこまないように熱して先端

を小さい穴にしておく

5.先端/a/細くしたガラス管 6 Jj1倍カス捕鮎刊

7 液シソ用バイアルビン 8 ゴム栓

って採血,抽出した.すなわ

ち,採血後 リンゲル液中で酢別し各乱し織に分け,それらを80% ェクノール,5% TCA

で順次抽出した.抽出残班は陀煉後エーテルで LILLll抽出した.

14C一活性の測定

_L記80%ェクノール 抽出液,5% TCA 抽出液各 1mCを /,-ィァル ヒンに と りL｢記

の紬 戊の ジオキサンシンチレータ-を10m2加 え, 液 体 シソチレ-ション カウンター

(AlokaLSC651:El本無線体型学研究所製)で測定した.5% TCA抽出液iL3回等｣Ji_oj

エーテルにてTCAを除いたものを 11C-活性の測定に用いた.なお,このエーテル洗液中

の放射能は /ミッククラウン トに等しかった. TCA 抽出後の沈細物のエーテル抽出液は迫二

揺,;イ7ル ピソにとり,室温で蒸発岨吃させた後,下記の糾伐の トルエ ソシンチ レーター
を 10ml加えて測定した. エーテル仙出後の残池はその一部 あるいは 全部を/ミイアル ビ

ンに移し,-イア ミソ10Xを 0.5meあるいは lmCを加え, 毎封して 1晩約50oCの熱

凪 ･.'･7J煉Tt糾 】でとかし,15mCの トルエンシンチレーターを加えて測定 した,

o ジオキサン Oトルエソ

シンチレーター シ′ソテレ一々-

ジオキサン 1′ トルエン 1g

ppo 6g ppo 4g

popop 0.275g popop 0.1g

ナ731リソ 112g

ペーパークロマ トグラフ ィー

前報 (1972)によりブタノ-ル :ピリシン :水-6:4:3の朕闇溶媒て巌仙した.帆柁

後 1-7の誹分に分けて切り取 り, バイアル ビンに入れ, トルエンシンチレーター10rne
を加えその手が丁川定した.--/､-クロマ トグラム Lの･1'1.-llの陀1円は抽出試料の横に既知の
概を塗布し,展開後切り取-)で硝慨銅試裾で充色させることi･こより決定 した.

80 i.-㌢学研 ,先



結 果

第 1嚢と弟 2表は HC-glucoseと 14C-UDPG v)江別 24Ll抑jj後に 各紬 ;ikへ 取 り込まれ

た'4C ならびに炭酸ガスとして放出された_14Cの測合を%で示したものである. 4℃ のよ

うな低温に.kL､た時には血 リンパ中に椴も多(14Cがみられた,しかし,77E.LliL=が 卜引する

第1表 'lC-glucose托射24時間後の各 ;/';12滋 14C-UDPG注射24時間後の各

組織への14Cのとりこみ調合

這 二･ 二 雪雲~r4盲17 5oCT 50占
血 リ ン パ 434 351 16.0

刑 化 管 3.4 3,6 2.1

'iBの 笠 机 芸 】366

4.3

/I)i 慨 ガ ス . 2.4
l I

5.9 1 5.4

24.4 27.6
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につれて血 1)ソ/く中のHCが減少し,炭恨ガス中にHCが多くみられるように なった.し

かし,tic-CDPG 汁射,I)ものでは 25℃ でL､L'-･fl以上の1̀-Cが血 リンパ中にみられ,朕慨

ガスへの 附 子は少なかった.すなわち,14C-glucose沌帥 こ比べ各飢餓-の移1J-ならびに

j)i頼ガスへの代謝が非常に遅いことがわか11[=.第 日実は,'1Jr2図は炭酸ガスとして抑 Liさ



れた14C を時間を迫ってふたものである.).IC-glucose注射の ものでは,各組度とも1時
rH･腰 にはすでにL4Cが以恨カスに代謝され排.Hiされているのに対し,14C-UDPG i･川 のも

のでは1時間後25℃ でわずかにL;腰 ガス車 こJ4Cが棟出されるのみであった,第3袈と

第 4表は各紙織における各抽出分LiI仲 に抽出される1-C E誌を%で示したものである.14C-

g】ucose,14CIU工)PG とも各別紙において付出Lほど80%エタノール111L出分I.hl中に11Cが多

くみられ,温度が高くなるにつれて TCA.紙什物,エーテルの各分JIbi巾に11Cが多く7*ら

れるようにな-'た.第 5架と第6表は80%ェクノールで 柚LIJ,される榊の紬 UL,.61ベるた

1 4 8

5ji'2図 1-C-UDPGiji.hJ24時佃1州 に C02に代.-mされた ･一Cの7,,IJ令

員13-R HC-glucoseH=.射24時間紋の組純 別 の各軸州./JlLn仲 の14Cの別命

--:-___二 I 了
ノー/レ

い 肖 化 骨 2.15

4℃ 脂 肪 体 339

そ の 他 組 約 18.08

消 化 管 145

脂 肪 体 256

三プ 他組 織 E 9.44

消 化 17: 0.99

脂 肪 体 1,74

そ の 他 組 純 7,50
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第ノl去 】4C-UDPG注射24時間線の組織別の各軸,JJL.分相中の 14Cの割合

二 二 _ ∴ ∴
5%TCA lエーテル

蔓 の 蓋 組 藁 葺 …:…6! .芋三…
消 化 竹 L 054
脂 肪 体

その他組織

糸.I,J/ul物

0.03

0.03

1.72

2.2710.32 3.ll

刑 化 管r 123 0.71

1.67 1.17

6.25 238
1

蒜 T o.6i

z46三 上 三;

(%)

第5蓑 14C-glucose汀射24時間後OL)各的純におけ7J80%ェクノール

抽tH.分相~F,の糖紳域の捌合

吾 裏 話 4f 烹 f c

抑

ク.)セロ-ルlo6030.30.506 06

21.6 28.4 24,4

34,7 37.3 26.1
340 218 20.5

そ の他削紙

4℃ 15℃ 25℃

620 66.4 531

277 228 29.1

3.9 3.0 2.8

2･0 1･8 1･91 37 2･5 38

0.2 0.60.4 0.7 1.0 0.8

(%)

祁6末 日C-Ul)PG注射24時FtfL後の各凱鰍こおける80%ユタ/-ル

抽出分両rr.の糖軌光の割合

組 織 I 血 リ ン パ

脱 皮 T L:15cc 25oC

脂 肪 体

4℃ 15℃ 25℃
その他姓L轍

4℃ 15℃ 25℃

原 点 174･4 64･3 66･3E602 46･7 33･4134･0 23･3 167 67-0 590 437

未 知 物 質 6.4 】5.9 19,7】26.6 32,8 43.2J123 271 33.3 2】0 33.I 422

トレ-ロース 14.6 174 ]0.8

クル コース 2.4 1.7 1.6

グリセ｡_ル lo.2 0.3 0,3 ~_ 一 二 ∴ _
l

(%)

めにベーパ-クロマ トグラフィーを用いて分推 した結果である.ペーパーを7部分に分け

全体を 100とした時,各々の部分の占める割合を%で示 した.各組織 とも温度が高 くなる

ほど原点の占める割合が減少 し Rf値の低い未知物JFIの占める割合が高 くな った.脂肪体

と血 リンパでは トL//､p-スの占め る割Ii･がlJ.̀.iいのに対 し,その他組織では少なかった.
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グリーtニロールへの移行は認められたか-ノた.

考 察

ニカメイガが終令幼虫では周りの温度I･こより粧代謝活性は非常に影邪を受けることがわ

かったが,4℃のような低温においてもこれらの代目鋸まよく活性を匪っていた.

14C-glucoseと 14C-UDPG 注射で代謝速度が異なっていた.14C-UDPG注射の ものは

HC-glucose江射に比べ,崩恨ガスへの14Cの移行ならびに組織への移行が非常に少なか

っ+LI.Trellerne(1958b.C)もlocustでHC-glucoseを血 リンノ･中 二注射すると,短時

間のうちに トレノ､p-スへHCが終わすることをみた.CandyandKilby(1961)により

invitroで locustの脂肪体抽出液で UDPG とグルコース61)ソ酸よりトレ-p-スが

合成されることをみた.MurphyandWyatt(1965)ばinvitroて七クロピア爺の幼虫

の脂肪体で反応液中に トレ/､ロースが加えられない時には HC-glLICOSeは トレノ､ロースに

とりこまれ, トレノ､ロ-スが存在する峠には トレノ､p-スとグ1)コーゲソの両方にとりこ

まれることをみた.木実験で 14C-glucoseが 14C-UDPG よりもトレノ､ロースと グリコー

ゲンへよくとりこまれたということは,二カメイカ終令幼虫の比較的初)lJHLr_おいては, ト

レ-p-スあるいはグリコーゲン合成活性が,グ1)コ-ゲソ分価;I.I/LL:よりも高 いもU)と推
定される.また,この活性は温度によ-,ても変化す′')症 )の,4℃のよう左低1,FJLでも非常

に活性を保っていることがわかった.

】4CIUDPG江別したものの血 リンパ中に非常に多くの1-Cが残存してわり各組鵠 ＼叫 転

移は 少なか〔た.MyersandSmith(1954)は locustで フユノール と UDPG より

glucosideが形成されることをみた,第6表の血 リンパの80%ェクノール抽出物に β-

glucosidaseを作用させると ･̂知物質の位肝の放射活性が滅少し,グルコースの1;/_EJ''r'.の放

射活性が増加することから β-glucosideがこの未知物質の一部を 占めているものと考え

られる,なお,Rf値より UDPG もこの位相 こみられた.

エ-テル抽出物中に14C活性がみられ,わずかではあるが脂質へも代.劃されることがわ

かった.14C-glucoseを注射し25℃にiJIJ7.いたものでは脂肪体にとりこまれた14Cの約半分

がェ-テル抽出分内申にみられた. な;h･,80%ェタノ-ル抽出分画中にも脂質の一部が

抽出されることから,さらにこの胴質への移行は多くなるものと推定される.しかし,全

体からみた切合脂質へのlJCの移行は少なかった.大内 (1971)は 14C-glucoseをニカメ

イガに注射して脂質への移行を観票し,全虫体で脂質への移行は少なく,その大部分は 卜

')ダリ-ヒライ ドであると報告している,BadeandWyatt(1962)はセクロピア蚕の4令

後期に IJC-glucoseを注射して胴質への11Cの移/flTは少なかった_ことをみている.

グリセロールへのlJCの移行はほとんどみられず取組 (1972)の緋巣と一致していた.

Zaluska(1959)が1',)i水化物の貯蔵にキチンが役立一,ていることを報任して以来,Candy

andKilby(1962).BadeandWyatt(1962)は locustと七タロビア蚕 で 14C-glucose

がキチンに よくとりこまれ, このキキンが 変態時に 消化, 再 吸収される ことをみた.

Lipkeら (1965b)もゴキブリで 1-C一glucoseを用いて変態時キチンに14Cが多くとりこ

まれ,タンパクへのIJCの しりこみは少ないことをみた.本案験でも結/LJL物中に 14Cがと

りこまれるのがみられた.なお,キチンとタ1/バクを分離しなかった0)で 14Cのとりこみ
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_riの迷いについてはわからないが,こかメイガ幼虫の変態が近いところから.キチンへも

多くとりこまれているものと推'kされる.

要 約

ニカメイカ非休眠終令幼虫における 14C-glucose と HC-UDPG の温度による代謝i密度

の追い,ならびに各組織での代謝物のとりこ7Lの追いをなた.

HC一glucose も 14C-UDPG も共に温度によって 代謝速度が兇なり, 4℃,15℃,25cc

において温度か高くなるほど各飢餓への移行ならびに灰恨ガスとして排TILJ.される14C は多

くなったが, 4℃のような低温においてもこれらの代謝清作は高かった.

14C-glucose 往肘と 14C-UDPG 注射で 代.ljalが 非常に異 っていた.'1C-Ur)PG を注射

したものでは 大部分が 血 リンノ､rf.に7Ar?jt,'6机織への 移行は少なか1た,HC-glucose

を江射したものではよく組織へのHC の移行がみられ,また,炭慨ガスへの代謝も;L.I,TJか っ
た.

これらの析代謝析性8.i/-1=.育時期によ一,て変化するt,のと推定される
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